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市
橋
文
庫
蔵
『
弥
生
日
記
』
訳
注
（
七
）
愛
知
県
立
大
学
稀
書
の
会
　
本
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
市
橋
文
庫
に
は
、
岡
崎
の
俳
人
鶴
田
卓
池
と
刈
谷
の
俳
人
中
島
秋
挙
が
編
纂
し
た
『
弥
生
日
記
』
の
刊
本
を
蔵
す
る
。
稀
書
の
会
で
は
、
地
域
の
文
化
及
び
文
化
交
流
史
の
考
究
・
紹
介
を
目
的
と
し
て
、
本
学
が
豊
富
に
蔵
す
る
古
俳
書
資
料
の
う
ち
か
ら
、
こ
の
『
弥
生
日
記
』
を
選
び
、
そ
の
読
解
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
の
紀
要
原
稿
は
、
卓
池
・
秋
挙
の
弟
子
た
ち
の
来
訪
と
そ
の
携
え
て
き
た
発
句
を
記
述
し
た
箇
所
を
と
り
あ
げ
た
。
今
年
度
の
担
当
者
は
、
加
藤
希
（
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
前
期
課
程
二
年
）、
香
村
彩
（
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
前
期
課
程
二
年
）、
狩
野
一
三
（
名
古
屋
デ
ン
タ
ル
衛
生
士
学
院
非
常
勤
講
師
）
で
あ
り
、
伊
藤
伸
江
（
本
学
教
授
）、
学
部
稀
書
の
会
の
学
生
も
加
わ
り
、
輪
読
に
よ
る
討
議
を
経
て
、
年
報
用
に
成
稿
し
た
。
【
凡
例
】
一
、
底
本
は
文
政
七
年
五
月
名
古
屋
久
兵
衛
版
『
弥
生
日
記
』
愛
知
県
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
市
橋
文
庫
蔵
（ICH
I
・
142
）
本
で
あ
る
。
一
、
翻
字
本
文
は
、
文
政
七
年
版
を
忠
実
に
翻
刻
し
た
。
本
文
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
、【
翻
刻
】
に
本
稿
で
扱
う
箇
所
を
一
括
掲
出
し
、【
本
文
】
に
、
次
項
に
記
す
よ
う
な
改
訂
を
加
え
作
成
し
た
本
文
を
記
し
、【
注
釈
】
部
分
に
は
、
注
釈
の
便
を
考
慮
し
て
適
宜
分
割
し
た
形
で
と
り
あ
げ
た
。
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一
、
注
釈
本
文
は
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
底
本
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
に
改
め
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
、
句
読
点
、
送
り
仮
名
を
補
っ
た
。
翻
字
本
文
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
原
文
の
表
記
の
誤
り
か
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
改
め
、
あ
て
字
、
異
体
字
、
送
り
仮
名
は
標
準
的
な
表
記
に
直
し
て
示
し
た
。
漢
字
表
記
が
自
然
で
あ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
、
難
読
語
句
に
は
、
校
注
者
が
（　
）
書
き
で
振
り
仮
名
を
付
し
、
踊
り
字
は
す
べ
て
開
い
た
。
一
、
注
釈
本
文
の
各
句
に
は
、
便
宜
上
、
校
注
者
に
よ
る
通
し
番
号
を
付
し
、
前
句
を
添
え
た
。
一
、
訳
注
に
お
い
て
は
、【
本
文
】、【
季
・
季
語
】、【
作
者
】、【
語
釈
】、【
現
代
語
訳
】
の
項
目
を
設
け
、
必
要
な
場
合
に
は
【
考
察
】
の
項
目
も
設
け
た
。
一
、【
語
釈
】
に
あ
げ
た
和
歌
、
連
歌
、
俳
諧
な
ど
の
引
用
は
、
後
述
引
用
文
献
に
依
る
。
読
解
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
先
例
の
み
な
ら
ず
後
代
の
作
品
も
例
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
私
に
濁
点
を
付
し
、
片
仮
名
な
ど
読
解
に
不
便
な
文
字
は
必
要
に
応
じ
平
仮
名
に
改
め
た
。
【
翻
刻
】
花
あ
ま
た
お
も
ひ
あ
ふ
て
は
さ
き
に
け
り　
　
　
臥
明
遊
ふ
に
も
よ
き
か
こ
つ
け
や
う
め
の
花　
　
　
　
桃
里
春
の
月
う
れ
し
そ
う
な
る
す
か
た
哉　
　
　
　
　
玉
渕
い
ま
咲
た
花
を
相
手
や
月
の
前　
　
　
　
　
　
　
守
静
　
　
　
廿
日
あ
ま
り
の
寓
居
句
な
き
も
お
か
し
　
　
　
か
ら
す
と
て
書
す
て
の
反
古
し
ら
へ
　
　
　
す
る
中
に
ふ
つ
と
目
の
つ
き
そ
め
て
よ
り
春
水　
　
　
　
　
秋
挙
25
神
鳴
て
す
く
ろ
の
す
ゝ
き
芽
立
け
り　
　
　
　
　
卓
池
夜
渡
し
の
い
ま
に
声
あ
り
花
さ
か
り　
　
　
　
　
秋
挙
塵
掃
ん
花
に
人
来
と
鳥
か
啼　
　
　
　
　
　
　
　
卓
池
”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””
【
本
文
】
花
あ
ま
た
お
も
ひ
あ
ふ
て
は
さ
き
に
け
り　
　
　
臥
明
遊
ぶ
に
も
よ
き
か
こ
つ
け
や
う
め
の
花　
　
　
　
桃
里
春
の
月
う
れ
し
そ
う
な
る
す
が
た
哉　
　
　
　
　
玉
渕
い
ま
咲
い
た
花
を
相
手
や
月
の
前　
　
　
　
　
　
守
静
　
　
　
廿
日
あ
ま
り
の
寓
居
、
句
な
き
も
お
か
し
か
ら
ず
と
て
、
書
き
す
て
の
反
古
し
ら
べ
す
る
中
に
、
ふ
っ
と
目
の
つ
き
そ
め
て
よ
り
春
の
水　
　
　
　
秋
挙
神
鳴
り
て
す
ぐ
ろ
の
す
す
き
芽
立
ち
け
り　
　
　
卓
池
夜
渡
し
の
い
ま
に
声
あ
り
花
ざ
か
り　
　
　
　
　
秋
挙
塵
掃
ん
花
に
人
来
と
鳥
が
啼
く　
　
　
　
　
　
　
卓
池
”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””
【
注
釈
】
花
あ
ま
た
お
も
ひ
あ
ふ
て
は
さ
き
に
け
り　
　
　
臥
明
【
季
・
季
語
】
春
（
花
）
【
作
者
】
臥
明　
氷
亭
臥
明
。『
諸
国
人
名
録
』
に
は
、
Ａ
本
・
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と
も
に
見
え
な
い
。
臥
明
は
、
方
鼎
と
と
も
に
『
は
な
の
わ
た
り
』（『
西
三
河
の
俳
人
中
島
秋
挙
』
所
収
）
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
予
は
も
と
よ
り
の
む
つ
び
、
風
雅
の
ち
な
み
浅
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か
ら
ね
ば
と
て
、
集
の
は
じ
め
に
筆
と
ら
ん
こ
と
を
宜
彦
が
す
す
む
る
に
ま
か
せ
」
と
、
秋
挙
と
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
っ
て
縁
が
深
い
た
め
に
、
宜
彦
か
ら
の
す
す
め
で
記
し
た
と
い
う
。『
は
な
の
わ
た
り
』
に
は
「
題
花
」
に
「
花
の
あ
る
処
は
水
も
な
つ
か
し
き
」
の
句
と
、
「
丁
亥
（
※
文
政
十
年
）
春
二
月
五
日
於
十
念
精
舎
小
祥
忌
追
福
脇
起
之
百
韻
」
へ
の
参
加
が
確
認
で
き
る
（「
深
切
な
仕
な
し
よ
花
に
い
く
度
も
」）。
ま
た
、『
蘆
陰
集
』
三
で
も
「
同
年
（
※
文
政
十
）
如
月
五
日
於
刈
谷
十
念
寺
追
善
秋
挙
翁
脇
起
之
百
韻
」（
※
『
は
な
の
わ
た
り
』
に
見
え
る
も
の
に
同
じ
）
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（『
板
倉
塞
馬
全
集
』
に
よ
る
）。
【
語
釈
】
●
お
も
ひ
あ
ふ
…
考
え
が
一
致
す
る
。「
つ
れ
て
と
ぶ
は
お
も
ひ
あ
ふ
た
る
蛍
哉
」（
玉
海
集
・
恵
佐
・
1234
）。
【
現
代
語
訳
】
た
く
さ
ん
の
花
た
ち
は
、
き
っ
と
み
な
考
え
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
、
一
斉
に
咲
い
た
の
だ
ろ
う
な
あ
。
 
（
狩
野
一
三
）　
遊
ぶ
に
も
よ
き
か
こ
つ
け
や
う
め
の
花　
　
　
　
桃
里
【
季
・
季
語
】
春
（
う
め
）
【
作
者
】
桃
里　
『
諸
国
人
名
録
』
に
は
、
Ｂ
本
・
三
河
に
「
野
田
村　
昌
福
寺
」
と
あ
る
。『
は
な
の
わ
た
り
』
に
は
、「
題
花
」
に
「
花
鳥
に
お
は
れ
て
は
や
し
日
の
傾
き
」
の
句
と
、「
丁
亥
（
※
文
政
十
年
）
春
二
月
五
日
於
十
念
精
舎
小
祥
忌
追
福
脇
起
之
百
韻
」
へ
の
参
加
が
確
認
で
き
る
（「
ず
っ
と
澄
き
る
水
の
汲
置
」）。『
い
ほ
は
た
集
』
に
は
「
茅
屋
の
机
上
に
積
つ
か
ね
し
吟
」
に
「
鶯
を
つ
れ
に
草
と
る
畑
か
な
」
の
句
が
、『
あ
さ
ぢ
酒
』
に
は
「
四
季
混
雑
」
に
「
縄
引
て
霞
ま
せ
に
け
り
麦
畠
」
の
句
が
見
え
る
。
ま
た
、『
花
鳥
暦
』（
塞
馬
編
刊
。
安
政
三
年
発
行
。『
板
倉
塞
馬
全
集
』
に
よ
る
。）
立
秋
に
「
朝
顔
の
花
の
と
な
り
や
伊
吹
山
」
の
句
が
見
え
る
。『
蘆
陰
集
』
三
で
も
「
同
年
（
※
文
政
十
）
如
月
五
日
於
刈
谷
十
念
寺
追
善
秋
挙
翁
脇
起
之
百
韻
」（
※
『
は
な
の
わ
た
り
』
に
見
え
る
も
の
に
同
じ
。「
す
っ
と
澄
き
る
水
の
汲
置
」）
と
、「
同
年
（
※
天
保
三
）
皐
月
九
日
於
盤
立
書
院
興
行
曙
庵
超
祥
忌
追
福
脇
起
之
百
韻
」
へ
の
参
加
が
確
認
で
き
る
（「
く
む
に
根
気
の
き
れ
る
こ
し
水
」）。（『
い
ほ
は
た
集
』
以
下
は
『
板
倉
塞
馬
全
集
』
に
よ
る
）。
ま
た
、
中
根
楳
堂
の
四
十
賀
に
各
地
の
句
友
か
ら
発
句
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
に
「
桃
里
（
野
田
）」
の
も
の
も
あ
る
と
い
う
（『
碧
南
市
史
料
57　
三
河
の
俳
人 
中
根
楳
27
堂
』
に
よ
る
）。
【
語
釈
】
●
あ
そ
ぶ
…
（
詩
歌
、
管
弦
、
舞
な
ど
を
）
楽
し
む
。
●
か
こ
つ
け
…
他
の
こ
と
を
口
実
に
す
る
こ
と
。「
歌
合
に
ぞ
か
こ
つ
け
て
よ
ぶ
」（
新
増
犬
筑
波
集
・
貞
徳
・
1650
）。
【
現
代
語
訳
】（
俳
諧
を
）
楽
し
む
に
も
良
い
口
実
だ
、
こ
の
梅
の
花
は
。
【
備
考
】
　
『
板
倉
塞
馬
全
集
』
で
は
、
桃
里
に
つ
い
て
、
右
の
【
作
者
】
の
項
に
挙
げ
た
句
に
つ
い
て
は
『
諸
国
人
名
録
』
Ｂ
本
に
基
づ
く
注
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
「
野
田
村　
昌
福
寺
」
は
現
在
の
愛
知
県
刈
谷
市
野
田
町
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
桃
里
」
の
名
は
、『
板
倉
塞
馬
全
集
』
所
収
資
料
で
は
、
他
に
「
嘉
永
人
名
録
」
と
、
既
出
の
『
花
鳥
暦
』
の
「
入
集
雅
名
録
」
の
二
資
料
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
前
者
に
は
「
尾
張
・
名
古
屋　
黒
田
六
市
郎
」
と
あ
り
、
後
者
に
は
名
古
屋
の
黒
田
氏
で
あ
る
と
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
後
者
に
つ
い
て
は
、『
花
鳥
暦
』
所
収
句
に
つ
い
て
付
さ
れ
た
注
と
は
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
名
古
屋
の
黒
田
氏
と
は
、
黒
田
甫
（
は
じ
め
）、
文
化
十
一
年
（
1814
）
〜
明
治
二
十
五
年
（
1892
）。
尾
張
名
古
屋
藩
士
。
俳
諧
を
黄
山
に
ま
な
び
、
自
身
も
多
く
の
門
人
を
か
か
え
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
別
号
の
一
つ
に
「
桃
里
」
が
あ
る
と
い
う
（
市
橋
鐸
・
服
部
徳
次
郎
共
著
『
中
京
俳
人
考
説
』〈
一
九
七
七
年
三
月
、
東
海
文
学
資
料
刊
行
会
〉
に
よ
る
）。『
続
板
倉
塞
馬
全
集
』
索
引
で
は
正
編
の
項
目
も
合
わ
せ
て
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
桃
里
」
の
項
目
を
一
括
し
て
「（
明
治
25
没
）」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
野
田
」
の
桃
里
と
「
名
古
屋
」
の
桃
里
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。
 
（
狩
野
一
三
）　
春
の
月
う
れ
し
そ
う
な
る
す
が
た
哉　
　
　
　
　
玉
渕
【
季
・
季
語
】
春
（
春
の
月
）
【
作
者
】
玉
渕　
『
諸
国
人
名
録
』
に
は
、
Ｂ
本
・
三
河
に
「
泉　
都
筑
勘
四
郎
」
と
あ
り
、
Ｃ
本
に
「
同
（
三
河
）　
泉　
都
筑
官
四
郎
」
28
と
あ
る
。『
西
三
河
の
俳
人
中
島
秋
挙
』
の
「
秋
挙
年
譜
」
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
丙
午
の
項
に
、「
都
筑
曲
江
（
玉
渕
、
都
築
弥
厚
〈
和
楽
〉
の
弟
）、
三
河
国
和
泉
（
現
安
城
市
）
に
生
ま
れ
る
。」
と
あ
る
。
秋
挙
は
文
化
六
年
秋
、
式
年
遷
宮
参
拝
の
た
め
伊
勢
へ
と
赴
こ
う
と
、
同
行
者
十
余
名
と
「
曲
江
舎
に
船
待
」
し
、
二
見
へ
と
渡
っ
て
い
る
（『
秋
挙
句
文
帖
』
一
〈『
西
三
河
の
俳
人
中
島
秋
挙
』
所
収
〉）。
『
あ
さ
ぢ
酒
』
の
「
四
季
混
雑
」
に
、「
は
る
の
月
う
れ
し
そ
う
な
る
す
が
た
か
な
」
と
、『
弥
生
日
記
』
所
収
句
と
同
じ
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
あ
さ
ぢ
酒
』
は
、
足
助
の
山
田
真
文
の
三
回
忌
追
善
集
で
、
秋
挙
編
か
と
さ
れ
る
（『
板
倉
塞
馬
全
集
』
に
よ
る
）。
山
田
真
文
の
没
年
が
文
政
六
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
あ
さ
ぢ
酒
』
所
収
句
は
『
弥
生
日
記
』
か
ら
の
再
録
と
思
わ
れ
る
。
【
現
代
語
訳
】
春
の
月
が
、
嬉
し
そ
う
な
様
子
で
あ
る
こ
と
よ
。 
（
狩
野
一
三
）　
い
ま
咲
い
た
花
を
相
手
や
月
の
前　
　
　
　
　
　
　
守
静
【
季
・
季
語
】
春
（
花
）
【
作
者
】
守
静　
『
諸
国
人
名
録
』
に
は
、
Ｂ
本
・
三
河
に
「
小
垣
江　
靍
見
友
吉
」
と
あ
り
（
但
し
ミ
セ
ケ
チ
）、
Ｃ
本
に
「
三
河
小
垣
江　
靍
見
友
吉
」
と
あ
る
。
或
い
は
『
弥
生
日
記
』
に
も
見
え
る
東
雅
（
靍
見
氏
、
小
垣
江
出
身
）
と
何
ら
か
の
縁
あ
る
人
物
か
と
も
思
わ
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。『
は
な
の
わ
た
り
』
で
は
、「
丁
亥
（
※
文
政
十
年
）
春
二
月
五
日
於
十
念
精
舎
小
祥
忌
追
福
脇
起
之
百
韻
」
へ
の
参
加
が
確
認
で
き
る
（「
あ
て
は
め
た
供
を
こ
と
は
る
司
召
」）。『
い
ほ
は
た
集
』
に
は
「
茅
屋
の
机
上
に
積
つ
か
ね
し
吟
」
に
「
さ
る
曳
の
う
た
ひ
な
が
ら
や
舟
渡
ま
で
」
の
句
が
、『
あ
さ
ぢ
酒
』
に
は
「
四
季
混
雑
」
に
「
ね
は
ん
會
の
日
和
ゆ
る
み
か
蚊
の
う
な
り
」
の
句
が
見
え
る
。
『
蘆
陰
集
』
三
で
も
「
同
年
（
※
文
政
十
）
如
月
五
日
於
刈
谷
十
念
寺
追
善
秋
挙
翁
脇
起
之
百
韻
」（
※
『
は
な
の
わ
た
り
』
に
見
え
る
も
の
に
同
じ
。）
へ
の
参
加
が
確
認
で
き
る
「
あ
て
は
め
た
供
を
こ
と
わ
る
司
召
」）。
【
語
釈
】
●
相
手
…
あ
る
者
に
取
り
合
わ
せ
る
、
も
う
一
つ
の
物
。「
投
入
や
梅
の
相
手
は
蕗
の
た
う
」（
続
猿
蓑
・
良
品
・
214
）。
【
現
代
語
訳
】
月
の
前
で
、
今
咲
い
た
花
と
月
を
取
り
合
わ
せ
て
見
て
い
る
こ
と
よ
。
 
（
狩
野
一
三
）　
29
　
　
廿
日
あ
ま
り
の
寓
居
、
句
な
き
も
お
か
し
か
ら
ず
と
て
、
書
き
す
て
の
反
古
し
ら
べ
す
る
中
に
、
ふ
っ
と
目
の
つ
き
そ
め
て
よ
り
春
の
水　
　
　
　
秋
挙
【
季
・
季
語
】
春
（
春
の
水
）
【
作
者
】
秋
挙　
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）、
三
河
国
刈
谷
藩
士
中
島
左
守
の
長
男
と
し
て
熊
村
に
生
ま
れ
る
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
秋
挙
三
十
歳
の
と
き
に
、
刈
谷
藩
士
を
致
仕
し
、
薙
髪
し
て
俳
諧
の
道
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
岡
崎
の
俳
友
鶴
田
卓
池
の
手
引
で
、
名
古
屋
の
井
上
士
朗
の
門
人
と
な
っ
た
。
士
朗
入
門
前
は
「
秋
居
」
と
号
し
た
。
曙
庵
と
号
し
、『
曙
庵
句
集
』
を
著
し
た
。
刈
谷
市
市
原
神
社
内
に
句
碑
が
あ
り
、
広
小
路
十
念
寺
墓
地
に
墓
が
、
小
垣
江
に
曙
庵
跡
が
あ
る
。
卓
池
と
と
も
に
『
弥
生
日
記
』
を
著
し
た
。
門
下
に
は
、
三
河
小
垣
江
の
鶴
見
東
雅
が
い
る
。
本
句
は
『
曙
庵
句
集
』（
春
）
に
入
集
し
て
い
る
。
【
語
釈
】
●
寓
居
…
仮
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
。
か
り
ず
ま
い
。
●
反
古
…
書
き
損
じ
た
り
、
不
要
に
な
っ
た
り
し
た
紙
。
●
つ
き
そ
め
て
…
つ
き
は
じ
め
て
。「
つ
き
初
し
つ
つ
ミ
井
い
く
世
春
の
水
」（
大
発
句
帳
・
春
部
・
周
桂
）。
●
春
の
水
…
春
の
時
節
の
、
雪
や
氷
が
と
け
て
の
ど
か
な
感
じ
に
見
え
る
水
。
秋
挙
の
『
曙
庵
句
集
』（
春
）
に
は
、
本
句
に
続
け
て
「
幣
持
て
わ
た
る
人
あ
り
春
の
水
」
と
あ
る
。「
養
老
の
山
を
む
か
ふ
に
春
の
水
」（
曙
双
紙
・
秋
挙
）、「
行
は
る
の
水
に
鶴
啼
な
に
は
か
な
」（
秋
挙
句
文
帖
一
・
文
化
七
庚
午
廿
九
日
・
浪
速
）、
「
田
に
し
て
も
よ
い
山
間
や
は
る
の
水
」「
山
の
灯
の
見
え
て
も
暮
れ
ず
春
の
水
」（
青
々
処
句
集　
春
54
／
55
）
等
あ
り
。「
春
の
水
」
は
、
秋
挙
や
卓
池
が
好
ん
で
使
用
し
て
い
た
語
句
だ
と
思
わ
れ
る
。
【
現
代
語
訳
】
　
　
　
二
十
日
あ
ま
り
の
仮
住
ま
い
な
の
で
、
ま
と
も
な
句
が
な
い
の
も
お
か
し
く
は
な
い
と
言
い
つ
つ
、
書
き
捨
て
て
不
要
に
な
っ
た
紙
を
し
ら
べ
て
い
る
と
そ
の
中
に
、（
そ
れ
こ
そ
こ
ん
な
目
に
つ
い
た
良
い
句
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。）
ふ
と
、
流
れ
に
目
が
今
は
じ
め
て
と
ま
り
、
は
っ
と
気
づ
け
ば
、
も
う
冬
で
は
な
く
、
春
の
様
子
そ
の
も
の
の
水
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
よ
。
 
（
香
村
彩
）　
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神
鳴
り
て
す
ぐ
ろ
の
す
す
き
芽
立
ち
け
り　
　
　
卓
池
【
季
・
季
語
】
春
（
す
ぐ
ろ
の
す
す
き
）
【
作
者
】
卓
池　
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
三
河
国
額
田
郡
岡
崎
菅
生
村
の
紺
屋
の
家
に
生
ま
れ
る
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、
尾
張
藩
の
加
藤
暁
台
の
門
に
入
り
、
後
に
井
上
士
朗
に
師
事
し
た
。
前
項
の
秋
挙
よ
り
五
歳
年
長
で
あ
る
。
藍
叟
、
青
々
処
と
号
し
、『
青
々
処
句
集
』
を
著
し
た
。
天
保
の
俳
壇
の
元
老
四
人
を
「
天
保
四
元
老
」
と
い
い
、
梅
室
・
蒼
虬
・
鳳
朗
に
並
ん
で
卓
池
も
含
ま
れ
る
。
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
、
卓
池
七
十
六
歳
の
折
に
、
門
弟
の
流
芝
が
、『
弥
生
日
記
』
を
増
補
し
新
版
を
出
し
た
。
本
句
は
、『
青
々
処
句
集
』（
巻
上　
春
69
）
に
入
集
し
て
い
る
。
【
語
釈
】
●
神
鳴
り
て
…
雷
が
鳴
っ
て
。『
俳
人
鶴
田
卓
池
』
に
「
塞
馬
筆
句
集
草
稿
に
「
初
雷
」
と
前
書
。」
と
あ
る
。（
cf.
初
雷
…
は
つ
か
み
な
り
。
年
明
け
初
の
春
雷
の
こ
と
。
立
春
後
初
の
雷
を
指
す
場
合
も
あ
る
。）「
青
柳
や
初
雷
の
雨
の
後
」（
井
華
集
・
上
巻
・
春
水
・
36
）。
●
す
ぐ
ろ
の
す
す
き
…
「
す
ぐ
ろ
」
は
末
黒
の
略
。
春
の
野
焼
の
あ
と
の
黒
く
焦
げ
残
っ
て
い
る
薄
。「
粟
津
野
の
す
ぐ
ろ
の
す
ゝ
き
つ
の
ぐ
め
ば
冬
た
ち
な
づ
む
駒
ぞ
い
ば
ゆ
る
」（
後
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
一
・
春
上
・
春
駒
を
よ
め
る
・
権
僧
正
静
円
・
45
）。「
寝
に
く
ひ
か
す
ぐ
ろ
の
薄
啼
雉
子
」（
蕉
門
名
家
句
集
二
・
北
枝
・
290
）。
●
芽
立
ち
…
「
芽
立
ち
」
は
、
草
木
が
芽
を
出
す
こ
と
。『
青
々
処
句
集
』
で
は
「
芽
ざ
し
け
り
」
と
あ
る
。『
俳
人
鶴
田
卓
池
』
の
中
で
、
大
礒
義
雄
氏
は
「
芽
立
け
り
」
の
方
が
良
い
と
す
る
。
語
の
用
例
と
し
て
は
「
芽
立
つ
」
の
方
が
古
く
、
俳
諧
の
用
例
と
し
て
も
多
く
見
え
る
。「
切
か
ぶ
の
芽
立
を
見
れ
ば
桜
哉
」（
真
跡
去
来
文
・
尾
張
・
27
）。
【
現
代
語
訳
】
初
め
て
の
春
雷
が
鳴
っ
て
、
す
ぐ
ろ
の
す
す
き
が
芽
を
出
し
て
き
た
。
 
（
香
村
彩
）
　
夜
渡
し
の
い
ま
に
声
あ
り
花
ざ
か
り　
　
　
　
　
秋
挙
【
季
・
季
語
】
春
（
花
）
【
作
者
】
秋
挙
31
【
語
釈
】
●
渡
し
…
渡
船
が
発
着
す
る
と
こ
ろ
。
渡
し
場
。「
渡
し
場
や
片
足
ぬ
ら
す
春
の
水
」（
真
跡
詠
草
・
蕪
村
・
1817
）。「
鶯
も
き
こ
ゆ
る
戸
田
の
渡
し
か
な
」（
あ
な
う
れ
し
・
碓
氷
嶺
下
燕
亭
に
て
・
30
）。
●
い
ま
に
…
今
で
も
。
い
ま
だ
に
。「
春
尽
て
椿
は
今
に
さ
か
り
か
な
」（
水
薦
刈
・
許
六
・
969
）。
●
声
あ
り
…
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。「
猿
牽
の
や
ど
に
声
あ
り
け
さ
の
秋
」（
加
佐
里
那
止
・
門
瑟
・
253
）
●
花
さ
か
り
…
花
が
満
開
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
頃
。
多
く
、
桜
の
花
の
さ
か
り
を
い
う
。
【
現
代
語
訳
】
夜
の
渡
し
場
は
夜
桜
見
物
の
人
々
で
今
で
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
桜
の
花
盛
り
に
。
【
備
考
】
本
句
は
、『
は
な
の
わ
た
り
』（
秋
挙
一
周
忌
の
追
善
俳
諧
集
）
の
名
称
の
も
と
に
な
っ
た
句
で
あ
り
、
刈
谷
市
司
町
市
原
神
社
内
の
句
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
秋
挙
の
代
表
句
と
い
え
よ
う
。『
は
な
の
わ
た
り
』
方
鼎
の
序
に
は
、「
│
│
小
祥
之
日
、
各
奉
詠
花
之
句
以
墓
、
竟
録
次
為
小
巻
、
命
以
花
済
、
花
済
在
叟
句
中
也
│
│
」（『
尾
三
古
俳
書
解
題
』
よ
り
引
用
）
と
、
書
名
の
由
来
が
秋
挙
の
句
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。『
西
三
河
の
俳
人　
中
島
秋
挙
』
は
本
句
に
つ
い
て
、「
季
節
は
春
、
桜
の
花
盛
り
、
時
刻
は
夜
で
あ
る
。
あ
た
り
に
は
満
開
の
桜
が
美
し
い
。
夜
桜
見
の
客
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
渡
し
場
は
夜
が
ふ
け
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
舟
出
を
知
ら
せ
る
声
、
人
を
呼
ぶ
声
が
絶
え
な
い
。
そ
う
い
う
夜
の
渡
し
場
の
に
ぎ
や
か
な
光
景
で
あ
る
」「「
夜
わ
た
し
の
今
に
声
あ
り
。」「
花
ざ
か
り
。」
と
二
句
一
章
、
眼
前
の
景
を
点
出
し
、
花
を
背
景
に
置
く
。
視
・
聴
を
合
わ
せ
て
渡
し
場
の
殷いん
せ
い盛
を
描
く
。
心
は
そ
れ
へ
の
同
感
・
感
動
で
あ
ろ
う
が
、
な
め
ら
か
な
措
辞
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
解
説
し
て
い
る
。『
刈
谷
市
史
』
に
よ
る
と
、
市
原
神
社
の
辺
り
ま
で
入
海
で
あ
っ
た
頃
は
、
市
原
か
ら
尾
州
緒
川
村
（
現
知
多
郡
東
浦
町
）
へ
の
往
来
に
は
、
市
原
と
緒
川
村
双
方
か
ら
渡
船
を
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
 
（
加
藤
希
）　
塵
掃
ん
花
に
人
来
と
鳥
が
啼
く　
　
　
　
　
　
　
　
卓
池
【
季
・
季
語
】
春
（
花
）
【
作
者
】
卓
池
32
【
語
釈
】
●
塵
掃
…
塵
を
掃
こ
う
。「
塵
掃
て
ま
た
活
て
お
く
柳
か
な
」（
蒼
虬
翁
発
句
・
上
・
春
之
部
・
還
暦
の
賀
に
申
お
く
る
・
120
）。
●
人
来
…
「
ひ
と
く
」
は
鴬
の
鳴
き
声
を
表
し
て
い
る
。「
梅
の
花
見
に
こ
そ
来
つ
れ
鶯
の
ひ
と
く
ひ
と
く
と
厭
ひ
し
も
を
る
」（
古
今
和
歌
集
・
第
十
九
巻
・
俳
諧
歌
・
読
人
し
ら
ず
・
1011
）
に
よ
っ
た
も
の
。
本
句
は
こ
の
歌
の
本
歌
取
り
で
あ
る
（『
俳
人
鶴
田
卓
池
』）。「
人
が
来
る
」
の
意
に
掛
け
て
使
わ
れ
、「
人
来
鳥
」
は
鴬
の
別
名
と
な
っ
て
い
る
。「
鶯
も
人
来
と
鳴
や
花
の
番
」（
毛
吹
草
・
鶯
・
正
利
・
588
）。
「
鶯
や
ひ
と
く
と
啼
て
籠
の
内
」（
半
化
坊
発
句
集
・
上
・
春
・
鶯
・
32
）。
●
鳥
…
前
項
か
ら
、「
鳥
」
は
鴬
を
さ
す
。
【
現
代
語
訳
】
塵
を
掃
こ
う
と
玄
関
先
に
出
た
ら
、
花
に
と
ま
っ
て
い
る
鳥
（
鴬
）
が
嫌
そ
う
に
「
人
来
（
ひ
と
く
）」
と
鳴
い
た
。
【
備
考
】
本
句
は
『
青
々
処
句
集
』（
巻
之
上　
春
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
 
（
加
藤
希
）　
【
参
考
文
献
】
和
歌
・
俳
諧
の
引
用
は
、
断
ら
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
、
新
編
私
家
集
大
成
、
古
典
俳
文
学
大
系
のCD
-RO
M
に
よ
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
芭
蕉
七
部
集
』（
平
成
二
年
・
岩
波
書
店
）
大
磯
義
雄
『
俳
人
鶴
田
卓
池
』（
昭
和
六
一
年
・
本
阿
弥
書
店
）
谷
澤
靖
・
永
田
友
市
『
西
三
河
の
俳
人　
中
島
秋
挙
』（
昭
和
五
七
年
・
西
村
書
房
）
さ
る
み
の
会
編
『
尾
三
古
俳
書
解
題
』（
昭
和
五
七
年
・
藤
園
堂
書
店
）
『
碧
南
市
史
料
57　
三
河
の
俳
人　
中
根
楳
堂
』（
平
成
二
年
三
月
・
碧
南
市
史
編
纂
会
）
久
保
田
淳
・
平
田
喜
信
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　
後
拾
遺
和
歌
集
』（
平
成
六
年
・
岩
波
書
店
）
井
本
農
一
ら
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　
松
尾
芭
蕉
集
②
』（
平
成
九
年
・
小
学
館
）
刈
谷
市
史
編
さ
ん
編
集
委
員
会
『
刈
谷
市
史　
第
二
巻　
本
文
（
近
世
）』（
平
成
六
年
）
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　
古
今
和
歌
集
』（
平
成
八
年
・
小
学
館
）
33
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平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
度
）　
稀
書
の
会
実
地
踏
査 
伊
藤
伸
江　
　
　
　
【
踏
査
日
時
】
令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
（
木
）　
午
後
二
時
〜
午
後
四
時
【
踏
査
内
容
】
テ
ー
マ
・
絵
俳
書
を
考
え
る
稀
書
の
会
で
は
、
本
年
度
に
愛
知
県
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
学
芸
員
金
子
明
代
氏
が
お
借
り
し
て
い
る
大
鶴
庵
塊
翁
撰
『
艸
名
集
』
に
関
し
て
、
序
文
の
内
容
に
関
し
て
同
氏
の
お
た
ず
ね
を
得
て
議
論
を
す
る
機
会
を
持
っ
た
。『
艸
名
集
』
は
、
稀
書
の
会
が
輪
読
し
て
い
る
『
弥
生
日
記
』
と
か
な
り
近
い
文
化
圏
で
作
ら
れ
た
書
で
あ
る
が
、
多
く
の
句
を
載
せ
る
博
物
学
的
な
情
報
量
の
多
さ
や
、
精
緻
な
植
物
の
図
譜
か
ら
、
絵
俳
書
と
簡
単
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
し
に
く
い
よ
う
に
見
え
、
序
文
か
ら
も
や
や
趣
味
に
走
っ
た
書
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
感
覚
を
文
章
か
ら
抱
き
つ
つ
、
絵
師
の
筆
致
や
、
絵
師
の
作
品
の
使
用
状
況
に
着
目
す
る
美
術
史
の
研
究
者
と
議
論
す
る
こ
と
は
非
常
に
刺
激
的
で
あ
り
、
今
年
度
の
実
地
踏
査
で
は
、『
艸
名
集
』
を
拝
見
し
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
図
書
館
所
蔵
の
、
絵
俳
書
理
解
に
利
す
る
と
思
わ
れ
る
古
典
籍
の
閲
覧
を
学
習
用
に
組
み
込
ん
だ
。
ま
た
、
模
写
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
展
示
館
に
て
、
説
明
を
い
た
だ
き
な
が
ら
理
解
を
深
め
た
。
【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】
愛
知
県
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
①
『
艸
名
集
』
拝
見
　
　
愛
知
県
立
芸
術
大
学
図
書
館
蔵
古
典
籍
閲
覧
　
　
『
絵
本
福
寿
草
』・『
狂
画
苑
』・『
手
競
画
譜
』・『
六
々
庵
発
句
集
』
等
　
　
そ
の
他
絵
巻
模
写
類
　
　
←
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法隆寺金堂壁画模写展示館へ
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
展
示
館
②
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
見
学
及
び
説
明
【
参
加
者
】
伊
藤
伸
江
・
狩
野
一
三
・
加
藤
希
・
黒
川
奈
津
・
関
井
詩
織
・
伊
藤
彩
乃
・
村
田
萌
愛
・
梶
原
真
衣
・
小
山
ゆ
り
香
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
花
梨
